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ゆ 経済企画庁戦後経済史日編纂室「戦後経済史(貿易・国際収支編)J昭珂37年困 83-84ペ ジD




























関車・輸銀資金運用部制度の影成の事情とその投割 (131) 63 
という形式で，それ自体の資金の回転によって運営すべき独立採算的機関であ
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ホ附 ~I1司11 41 6叶吋叫叶 M一171u!"I32|G|21612
通信機械 1 1 1 1 r1 1 10  21
繊維機械 1 1 24i 231| 61 4| 21 201 57l 削
鉄鋼製品 | 1 li I 41 17| 7l 30 
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郵便貯金及郵便握替貯金預託金 56.7 I 






資金及基金預託金 0.8 I いても 15~16%台を示してJ (25年10
積立金その他 M | 月お日，全銀協りドッジ宛要望意見書〕肪
全国銀行協会連合会 l量制澗正」附相Jムヰ，











































































開銀輸銀・賢金運用部制度の形成の事情とその役割 (137) 69 






















































l~ 前掲書「金融制度J 215ベー シー
l~ のち27年電源開発株式会社に対する貸付前特倒的に追加された.
















書量原高 金融但)債 I 連(B地/比A率〕
25年度末 ラ62559 179 7.0 
日6 ヶ 4362 479 13.4 




ベレーγ ョ γ操作も行っている。 25・26年度の運用額の半分前後を興銀債引受
第 7表 運用部引受金融債内訳〈理財局調) く単位億円〉
言行君在|ヨ|高額 IB/A%善行君在!引受額出受書在IB/A% 
債券ぺ 82I 19.4 ぺ印刷!剖
勧業債券 I184 出|削! 悶 90 I 四 I47 
北拓憤券 l
農林債券 14l 別~ぺ 49 I 4
商工債券|










|融響額|童書常民主主'ゐ| B/A C/B 
2叩月 i % 328 % 54.5 
昨 3月| 1028 571 231 55.6 405 
l.1'lfi9 882 495 56.4 56.3 
法田智鈴木秀雄「財政投融資J714ヘジ。
第9表開銀と市中貸出との協調融資割合
開銀 長銀 i都市銀行|地方銀行 1 その他 H 
26年度 53.0 21.7 22.2 1.1 2.0 1口。
27 !， 50.0 19.8 19.0 0.9 10.3 100 
















































































19) 日本開発銀行「日本開発銀行f年史」昭和38年， 32ベ ユム以下，開銀設立の事情については，
同， 39-42ベータ審照。
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同年度 [ -[ - [ u[ • [ ~[ ~ [ー 31 [ - [ 236 [ 
27 /1 |凶 L~[ 34 [ . 55[ 33 1 155 [ - [ 49 1 35 [ 591 










































2~ 大蔵省「国の予算」昭和26年度版， 526ベ ジー
開銀輸銀資金運用部制度の形成田事情とその役割 (147) 79 
しつつ，財政危機を克服しながら，しかも企業の「合理化」努力を促進する方
策としての「国家的機閣と民問機関の競争の組織」をおこない， これによって，
産業再編成におけるスクラップ・アンド・ピノレドを推進するという戦後日本の
資本蓄積機構にとって無視しえない新しい環境を整備したのであった。
